
 

Health an
Sciences

M
第 5 回体育学専攻 修士論文コンクール プログラム 

2013 年 3 月 6 日（水）14：00〜	
 於：5C216（階段教室）	
 

14：00	
 開会，清水専攻長	
 挨拶	
 
14：05	
 —	
 14：10	
 ルール説明	
 

14：15	
 発表開始	
 

	
 
1	
 	
 和田	
 拓	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 14：15	
 —	
 14：30	
 

ハンドボール日本代表男子チームの攻撃における課題	
 
	
 －シュートプレイに着目して－	
 
	
 

2	
 	
 大林	
 太朗	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 14：32	
 —	
 14：47	
 
帝都復興記念体育大会（1930 年）に関する研究	
 
	
 

3	
 	
 東野	
 亮太	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 14：49	
 —	
 15：04	
 
肥満男性における生活習慣改善が中心血圧に及ぼす影響	
 
	
 

4	
 	
 檜森	
 えりか	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 15：06	
 —	
 15：21	
 
高齢者の認知機能評価のためのパフォーマンステスト	
 
	
 ：トレイルメイキングペグテストの提案	
 
	
 

5	
 	
 伊東	
 明宏	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 15：23	
 —	
 15：38	
 
剣道の構えにおける筋緊張部位の違いが反応動作に及ぼす影響	
 
	
 

6	
 	
 芝野	
 広一（鹿屋体育大学）	
 15：40	
 —	
 15：55	
 
光刺激を用いた反応トレーニングが音刺激の反応時間へ及ぼす影響	
 
	
 

小休憩	
 15：55	
 —	
 16：10	
 
	
 

7	
 	
 本山	
 	
 清喬（鹿屋体育大学）	
 16：10	
 —	
 16：25	
 
やり投における逆振り子モデルからみた投擲技術獲得トレーニングの検討	
 
	
 

8	
 	
 下竹	
 亮志	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 16：27	
 —	
 16：42	
 
学校運動部の体験とその意味に関する研究	
 
	
 

9	
 	
 佐々木	
 洋輔	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 16：44	
 —	
 16：59	
 
水球競技選手における最大下巻き足運動時の呼吸循環応答に関する研究	
 
	
 

10 松島	
 一司	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 17：01	
 —	
 17：16	
 
数種類の台高を利用した多段階式ドロップジャンプテスト法の開発	
 
	
 

11 諏訪部	
 和也	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 17：18	
 —	
 17：33	
 
音楽に合わせた快適な中強度運動が認知機能に及ぼす影響	
 
：fNIRS を用いた神経基盤の検討	
 
	
 

12 倉澤	
 歩	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 17：35	
 —	
 17：50	
 
	
 	
 	
 	
 飛込競技における後宙返り演技カムアウト局面のキネマティクス的研究	
 

	
 
13 元嶋	
 良恵（鹿屋体育大学）	
 17：52	
 —	
 18：07	
 
	
 	
 	
 	
 体操競技ゆか・跳馬における弾性特性を利用した踏切動作の特徴	
 
	
 	
 

	
 結果集計	
 
18：20 頃	
 結果発表	
 

	
 受賞者からの一言	
 
	
 閉会	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

2013.2.15	
 研究促進委員会	
 

	
 

【体育学専攻１年次生の積極的な参加を歓迎します】	
 
	
 


